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般 講 演 要

第 1 会場午前の部

l. 鶏ふんの化学的特性と利用法

第E報鶏ふんの醸酵処理Vζついて

ヒ三』
日

o滝沢寛禎・森寄七徳(滝川畜試)

第 I報で鶏ふんの中の 5成分，成分毎の排出量，鶏ふん生産量について報告した。

鶏ふんの水分は，冬期間で 75 %，夏期間は飲水量が増加するため 80領以上K達する。従って単

位面積当 b何トン施用といっても，均ーに散布するととは困難であるO 鶏ふんKモミガラ・オガクズ

・パーク左どを加えて堆積すると烈しく醗酵して水分を蒸散し，理化学性が改善されるため，取b扱

いが容易と左るO

1. 厳寒期K砕いても鶏ふんの醗酵処理は可能である。

2. 添加物として，モミガラ・オガクズ・パークのいづれでも良いが，モミガラ・オガクズ等を混

用すると一層良好である。

3. p Hは醗酵最盛期で虫 10前後ときわめて不安定であるが，経時的K低下し， 8. 5 0くらいで

安定する。

4. 鶏ふんと添加物の混合割合は，重量比で 85.15，8020が良い。鶏ふんの割合が多い

場合，切b返しの頻度を高める必要が&る。

5. 水の添加は効果的で左い。

6. 醸酵中，切b返し時発生するガスはアンモニアが王で，硫黄化合物はほとんど発生し左い0

e z 夏期と冬期では醗酵の備が原料成分の相違，外気温，湿度i1:EVIζよってれ異るo
8. 醗酵Kよって鶏ふん中の窒素成分はアンモニアとして一部飛散するため損耗するが， N-P-

Kの割合は 100-130-100と成分間のバランスは鶏ふんよ b良好であるO

乳 酸酵槽の容積は T枠 6m3 ( 1間立方)くらいが適当であるO

10. 充填する場合醗酵菌を加えるととKよって切b返し時の臭気を緩和するが，醗酵処理鶏ふんの

性状品質は変ら左い。

11. 醗酵槽の部位Kよb著しくカビの発生を見るととがあるが，切b返しKよって消失し，品質K

も悪影響はない。
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2. 繁殖豚に対する草サイレージ多給上の問題点

阿部 登(滝川畜試)

目 的:繁殖豚K対する自給組飼料として牧草類を利用する例は多いが，その濃厚飼料代替率は

必ずしも高く左<J 3 0掃を越えるものは稀である.今回は，繁嫡豚K対して草サイレージを多給

し，濃厚飼料依存度を 50弼以下K抑えることの可能性を採るとともlrC:J その場合の問題点を明ら

かKするための予備的調査を行った。

方 法:経産豚8頭，未経産豚2頭を供試し，妊娠期には 0.8K~の種豚用配合飼料 lrC: O. 1 5K~の動

物性油脂を加えて給与する(濃厚飼料依存度約 35% )とともに J 1 OK~までの草サイレージを飽食

させ(それぞれ日量)J 授乳期Kは分娩 1週目から種豚用配合飼料を不断給与した。また，滝川畜

，試慣行法Kよb飼養したもの同数を対照として比較した。サイレージ原料Kはラデノクローパ-;fJ""

よびオーチヤード混播牧草の一番ゃよび二番草を用いた。

結 果:(1)妊娠期の 1日当b草サイレージ摂取量は，経産豚 6.6K~ ( 5.2-8.3 ).;未経産豚4.3

K~ ( 4. 1 -4. 5 )であれ個体による差が大きいと同時Kサイレージ原料Kよる噌好性の違いも大き

く，一番草K対し二番草の摂取量は明らかに少左かった。

(β 妊娠期の増体を交配時体重K対する分娩前体重の比でみると，経産豚 109 ，未経産豚 126

で，対照、区のそれぞれ 11 8.， 1 46 lrC:比較すると明らかK低かった。サイレージ摂取量と増体量との

の間Kはある程度の関連性が認められた。

(3) 授乳期の 1日当 b配合飼料摂取量は，経産豚 8.4K~ ( 6.7ー虫7) ，未経産豚6.5 K~ (6. 1 -6. 8 ) 

で，対照区のそれぞれ7.4 K~ ( 6.0 -8. 9 )， 5.9 K9 ( 5.0 -6.7 ) lrC:比較して多く，したがって授乳中

の増体割合も試験区の方が高かった。

(4) 分娩晴育成績(カッコ内は未経産豚)は，産子数 10.8頭(1 0.5 ) ，離乳頭数 8.9頭(6.5 )， 

• 

晴育率 88.9労(日8)と対照区のそれぞれ 12.0頭(8.0 ) ，引頭(7. 0 ).， 8 5.5領(86.7) _ 

k比較して大差まく，離乳後の発情再帰，子豚の発育もほY同等であった。

(5) 以上のように，草サイレージを多給して妊娠期の濃厚飼料依存度を 35%程度とした場合，

増体率の低さK問題があるものの繁殖性K影響する程ではなく，吏K授乳期の草サイレ一ジ

考慮するととKよフて，通算の依存度を 50領以下K抑えることは可能であろうと思考された。

左恥/之介後の問題点としては特K次の諸点を指摘する。

① 草サイレージの繁殖豚での消化率

② 授乳期K砕ける草サイレージの給与限界

③ 草サイレージの晴好性向上の方策

④連続給与の繁殖性K対する影響
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3. てん菜製糖副産物の豚における飼料価値

0杉本亘之・米田裕紀(滝川|畜試)

目 的:てん菜製糖の副産物である廃液，、さらK廃液をビートパノレ7・K吸着させベレット化した

飼料Kついて，豚K沿ける飼料価値を検討したので報告するO

方 法:供試した製糖副産物の廃液は，イオン交換法Kょb回収されたカテオンおおよびアニオン

濃縮液の 2種類であるo

ビートパノレプベレットは，廃液無添加のものと，さらKステッブェン骨よびカテオン濃縮液を吸

着させたものの 5種類のビートパノレプベレットであるO

飼料は基礎飼料として豚産肉能力検定飼料を用い，とれK廃液は原物で 10弼， ビートパノレフ。ベ

レットは20 %をそれぞれ代替えし， ランドレース種去勢雄4頭を用い，酸化クローム法Kよb消

化試験を実施した。

結 果. 1 ) カチオン濃縮液は組たんば〈質(22.9弼)沿よび組灰分(1 6.6弼〉の含量が，

アニオン濃縮液は粗灰分(24.2 % )の含量がそれぞれ高かった。

2 ) カチオンbよびアニオン濃縮液を，配合飼料へ10弼程度混合して豚K給与しでも， 7日

間程度の飼養期間では特K悪影響は認められまかった0

3 ) カチオン合よびアニオン濃縮液の消化率は必らずしも良好では左かったが，カチオン濃縮

液では粗たんばく質含量が高かったため， D 0 Pは 12.2%で配合飼料(1 2.4 % )と同程度であっ

た。しかし， T D NはカテオンなよびアニオY濃縮度とも極めて低く，それぞれ 15.8婦なよび 4.3

%であった。

4 ) ビートパルプベレットは，配合飼料K比較し組たんばく質台よびNFEが低<，粗繊維が

高かった。ビートパノレフ"へステy フェンなよびカチオン濃縮液を添加したペレットでは両者とも組た

. んぽぽ判明灰分含量が高くり，その分だけNFE叫び粗繊維含量刈〈左ったo

5 ) 豚K砕けるビートバノレプベレァトの噌好性は個体Kよョて異左ったが，必ずしも良好では

まかった。しかし，各ベレットを同体積の水K浸した後K配合飼料K混合して給与した場合， 2 0 

弼程度の代替えは，し好性K特K悪影響を示さ左かった。

6 ) 廃液無添加のビートパルプベレットのDOPは1.7婦と非常K低い値を示したが，ステッ

フェン骨よびカチオン濃縮液を添加するとDOPは6.2婦かよび虫 7%と向上を示した。しかし，

左手?配合飼料よ bも低く，さら(rCTDNは乾物で配合飼料よ Dも約 10弼程度低い値を示したo
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4. 豚に対する自給生産とうもろこしの利用法に関する研究

3. 外皮付き雌穂サイレージの栄養価ならびに飼養効果

槍崎 昇・安宅 夫・上野光敏

八鍬洋二・ o穴井秀一〈酪農大)

目 的:とうもろとし雌穏の収獲は，大規模左機械化作業体系の確立した経営にあってはコーン

ピッカ-(rCよって左され，その際K雌穂の外皮は剥離除去されるO しかし，小規模左経営Kあって

は手作業Kよる雌穂のもぎ取9(rCよらざるを得ず，そのためK外皮を含めた雌穏の有，効左利用が必

要となる。そとで，今回は外皮付き雌穂サイレージ Csnapped corn silage)を調整し

養豚飼料としての利用性を知るため(rC，実験 1ではサイレージ給与時K砕ける磨砕処理事、よび無処

理が消化率K沿よほす差異Kついて，実験2ではサイレージ給与沿よび粗蚤白質補足源としての乾

燥フ・ロイラー鶏糞併用給与Kよる肉豚飼養効果Kついて，それぞれ検討した。

方 法:実験 1 供試サイレージは黄熟終期K収獲したND1.10，ND115，ハイシュガーの

5品種混合雌穂を，カッターで 1--t 5 cm(rC細断しながらプロピオン酸を 0.3%添加して調製した。

供試豚には LH種去勢 6頭を用い，配合飼料を基礎飼料とし，とれに給与時Kチョッパーで磨砕処

理したサイレージ骨よび無処理サイレージをそれぞれ乾物で 30弼代替した 3飼料Kついて， 1群

2頭の 3x 3ラテン方格法Kよって消化試験を行った。

実験2. 供試サイレージは黄熟終期K収獲したへイグンワセ，ホクユワ， N D 8 5の5品種混合

批臓をカッターで 1--1.5c万t(rC細断して調製した。肥育試験は対照区(配合飼料 100)サイレー

ジ区(配合飼料70，サイレージ 30)，鶏糞併用区(配合飼料 60，鶏糞 10 ，サイレージ 30)の

3区分とした。供試豚はLH種 2腹 12頭を用い，各区(rC4頭を配置した。試験は平均体重56 K~ 

で開始し，個体どと(rC90K~到達をもって終了した。また肥育試験と並行して LH種 2 頭K よる供

試飼料の消化試験を行った。左まi"，実験2ではサイレージはすべて磨砕給与した。

結 果;実験1. サイレージは水分 52.6弼， P H 4.07で有機酸組成も良好であった。磨砕処理

Kよって採食は容易K左9，各成分の消化率は僅かK改善される傾向を示したが，有意ではなかっ

た。乾物中栄養価はDC P~鈎， T D N('鈎， D E (Mcat/匂〉のj願K無処理 6.8， 8 o. 0， 3. 5 3 ，磨砕

ス2，80.8，五65とな9，配合飼料K比べてDCpは低いがTDN，DEでは近似した。

実験2. サイレージは水分 57.8婦， pH3.99で有機酸組成も良好で，供試豚は好食した。供試

ヒ，fl n~ ん
飼料の栄養価は乾物中DCP例， T D N紛の順K配合飼料 13.3， 81.9，サイレージダ"-t'5:.0， 

鶏糞 27.1， 61.5であった。肥育試験の結果は対照区，サイレージ区，鶏糞併用区の順K所要日数

(同は 1+7.5， 48.5， 51.5， 1日平均増体量(9)は733， 718，.676と左9，サイ V ージ区，鶏糞

併用区の!聞に劣る傾向を示したが有意では左かった。 TDN要求率，屠体成績Kついても区間K有
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意差は認められ左かった。とれらの成績から，外皮付き雌穂サイレージ給与あるいは鶏糞の併用

給与Kよって配合飼料の節減効果が期待できるものと考えられた。

5. )¥IJ取時期を異にするとうもろこしサイレージと

牧草サイレージの飼料価値の比較

。和泉康史・蒔田秀夫・中川i忠昭・小倉紀美

黒沢弘道・石田 亨(根~1I農試)

目 的:近年，根釧地方K沿いてもとうもろとしサイレージK対する関心が高ま9，乳牛Kとう

もろとしサイレージを給与する農家も年々増加してきているo 現状ではまだ乳牛K給与されている

. サイレージのほとんどは牧草サイレージであ9，補助的Kとうもろとしサイレージが給与されてい

る段階K過ぎ左いが，今後，さらKサイレージ用とうもろとしの作付面積が増大し，サ吋レージの

かなbの部分を占めるようK在るととも予想されるo

したがって，とうもろこしサイレージの牧草サイレージK対する飼料価値の差異を，刈取時期と

の関連で比較検討して砕く必要があると考え，本試験を実施したものであるo

方 法:供試した牧草は，テモシー王体の混播草で出穂、始期(7月1日)と開花期"(7月21日)

Kそれぞれハーベスタ-vcょb収獲し，いずれもビニーノレ製のスタックサイロK無予乾で詰込んだ。

一方，とうもろとし(品種はへイグンワセ)は，乳熟初期(9月10日)と黄熟後期(1 0月20日)

にメIJ取j?，..t!.，;:;タ，......，trcτ切断した後，牧草の場合と同様Kしてサイレージを調製した。

採食試験は，ホノレスタイン種泌乳牛4頭(平均体重589Kf1 )を用い， • 1期 7日聞の4X4ラテン

方格法Kょb実施した0・各サイ νージは自由K摂取させ，他K乾草2Kf1と濃厚飼料3Kf1を給与した。

消化試験はいずれも去勢羊 3頭Kよb全糞採取法〈予備期7日，本期7日)で行った。

. 結;果. 1 ) 各サイレージの乾物含量は，とうもろとしサイレージ早刈 14.8 ，遅刈31.8，牧

草サイレージ単刈 18.7，遅刈 25.2婦であった。

2 ) 各サイレージの乾物中DCP含量は，とうもろとしサイレージ早メIj8.人遅刈 5.1 ，牧草

サイレージ早刈 11. 7 ，遅刈ス8'}6であ9，乾物中TDN含量はそれぞれ72ム 73.0，7 4.4， 62.5 % 

であった。

3 ) 乳牛Kよる 1日1頭当bの各サイレージの乾物摂取量は，とうもろとしサイレージ早刈

虫7，遅刈 10.2 ，牧草サイレージ早刈 12.7 ，遅刈 1o.2Kf1で、あった。 DCP摂取量は，それぞれ

o. 8 6， 0.5 2， 1.4 9， 0.8 0 K:rで、あj?， TDN摂取量はそれぞれス0，7.4，虫4，6.4 Kf1であった。

以上のようV-C，黄熟後期K収獲したとうもろとしサイレージの採食量はあま b高いものではなか

ったが，採食試験の後半に二次醗酵がみられ，とれが採食量IrC影響したものと考えられるので，今
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後， ，登熟の進んだ水分含量の少左いとうもろとしサイレージの調製と二次醗酵左らびに採食量との

関係Kついて，さらに検討を要する。

6. バインダ一利用によるアルフアルフアの乾草調製

。石栗敏機・志釜 政男(滝川畜試〉

アノレファノレファの乾草調製は慣行の反転・集草を繰返す天日乾燥法では茎部の乾燥が遅く，栄養

価の高い葉部が脱落し易いため，人工乾燥法，三角架法や針金架法などの利用が指導されているo

水稲用のバインダーは刈取bと結束を同航行うため，はさがけして乾燥させる乾草調製K適した . 

収獲機械ではないかと考えた。そとで，条播されたアノレファノレファでノξイングーの使用が可能かど

うかを調べた。

用いたパインダーは井セキパインダ-RS 25M型(1畦用)で，供試画場は 25cm条播のアノレフ

アノレファ(サラナック)単播5年自の草地を用いた。 1977年7月1日に刈取ョた 1番草(開花期，

草丈 82c百t，生草収量16 2 K~/，α) で調べた結果は以下のとま;，， 9 であるO パインダーの作業速度は

2. .1秒/m，10α の収穫K約2時間，ガソリン約 3.e ， トワイン 650mを要した。刈取b高さは
8.5 cm， 10mの走行で 3.2回の結束を行い， 1束の生草重量は平均1.2 5 K~てあった。はさは針

金架 2段と木架3段を用いた。原料草の水分は 7虫4婦ではさがけ時の水分含有率の推移は 10日自

主で毎日 5%ずつほぼ直線的に低下した。 16日目Kはさから壮ろして畜舎K収納した。左骨，降

雨が予想された時はビニーノレで‘被覆して雨K直接あたる部分が左いようにした。結束から収納まで

の乾物の回収率は 98%であった。原料草，乾草ともK各めん羊 5頭を用いて予備期5日，本期5

日聞の全糞採取法VζよD消化試験を行ったo 給与量は残食が 15婦程度あるようKして自由採食量 . 

も同時K調べた。原料草と乾草でそれぞれ， 1日1頭平均の乾物採食量(1. 89， 1.8 7 K~ )体重当

bの乾物採食量 C2.9， 2.8婦)乾物消化率 (62，63領〉代謝体重当 bの可消化乾物採取量

( 5 1. 0， 50.2 fJ )乾物の採食率 C84.0， 78.3弼)であった。以上， 1番草での調査結果から，

パインダーの利用は刈bのこしがなく，乾燥中の損失も少なく，調製された乾草は原料草と比較し

て消化率，採食量とも近似したことから十分可能と考えた。ただし， 1畦用のパインダーでは作業

速度が遅いのが欠点であった。な$""， 2番草Kついても調査を行う予定である。
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7. 流通粗飼料の規格及び等級の設定方式に関する調査研究

第5報流通乾草の規格化と等級格付基準

0三上 昇・鳶野

， 

保〈北農試〉

目 的:北海道K合ける流通相包乾草の生産体系と流通機構，品質と飼料価値の実態等Kついて

第1報で報告した。今回，再び 6地域から合計43点の流通梱包乾草を調査し，緑葉割合K基づい

た格付基準(案〉を策定した。

方 法:サンプリングはいずれも全体を代表するよう!rC3--5Kg.採取し，外観的品質，飼料成分，

並び!rCin vitro 消化率左どの調査を行左った。外観的品質は第 1報と同様!rC，北海道乾牧草品

質判定基準K従って実施したが，本年度は葉部割合を更に緑葉と枯葉K分けて測定した。 in v:itro 

. 消化制， Van い tの方法を多少変更した方法K従って測定したo

結 果. 1番草の場合は，葉部割合と消化率との間!rC，高い相関があ9.多くの報告で認められ

ているが， 2番草の場合は，大半が葉部なので相関が左ぐなる。しかし， 2番草の場合は，枯葉割

合が時Kは50領以上Kも達することが判明したので，今回葉部割合を更K緑業と枯葉K分けて，

in vitro消化率との相関を求、.介。その結果オーチヤードグラス 2番草の場合， in vitr 。消
錦を ~\l'~

化紅葉部割合，枯葉害Ijピ 42との聞の相関係数はそれぞれ 0.356，-0設計十0.9諸子
-0.356であった。 トーノレフェスクの場合は同様!rC， 0.60λ-0.81~ -0.8殺米， -0.60き
であ9，テモシーの場合は 0.91狩来， -0.7 4ザ， -0.9詐米， -0.9務堤であった。す左わち， トー

ノレフェスクやチモシーのよう (tC2番草でも出穂する草種の場合は，葉部割合との間K相関があるが，

オーチヤードグラスのように出穂しまい草種では，葉部割合との間K有意の相関が左く，枯葉割合

または緑葉割合との間K高い有意の相関があることが判明した。ついで，実際の流通梱包乾草から

サンプリングして，葉部，緑葉，枯葉割合を測定し， in vitro消化率との相関を算出した結果

. は， 1番草及び2番草の如何を問わず，棟割合との間K最も高い輔の相関が得られたo 以上の

結果Kもとづき，緑葉割合を格付基準の指標とするのが合理的と考えられた。そして， 1番草の場

合緑業割合20弼以上， 1 5領以上， 1 0領以上， 5係以上の 4階級(特， 1， 2， 3級〉とし， 2 

番草の場合は同様!rC50領以上， 40婦以上， 30%以上， 25領以上の 4階級K分けるのが適切で

あると判断された。今回サンプリングした 43点を各等級K格付し，等級別の粗蚤白質及び粗繊維

含有率の平均値を算出した結果，上級の方が下級よbも粗蚤白質含有率が高く， i阻繊維含有率が低

かった。また， in vitro消化率は上級の方が下級よbも高い値を示し，格付の上下と飼料価値

の高低が対応することが示された。な沿，水分 17%以上のもの，発熱しているものなど， 1 0項

目の規格外とする基準を設けた。
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8. わが国で初めてみられたメン羊の

Eperythrozoonosis発生時におけるミネラル代謝について

0安宅一夫・楢崎 具・其田三夫

高橋清志・小岩政照(酪農大)

著者らが飼育中のメン羊の 1群(5例〉の左かvc，突然赤色尿を排出する 1例が認められ，臨床

学的観察を行左った結果Eperythrozoon，旦ヱis (以下E・~)感染Kよるものと判断され，

わが国のメン羊KもE.Ov i sの存在が判明した。 Eperythrozoonは血液中K寄生する微生物で，

B artonellacea Rickettsiale s trc分類されているが，まだはっきbと確定されていない。

本症発生時Kは，サイレージ給与時Vζ砕けるメン羊のミネラル代謝Kついての実験中であり，本症 . 

発生とメン羊のミネラル代謝の関係で若干の興味ある知見を得たので報告する。

方 法:メン羊は本学で飼育中の2歳令，去勢，コリデーノレ種 5頭を供試したo飼料はオーテヤ

ードグラスの 1番草を材料とした窒素標準施肥区，同多肥区なよび同過肥区の無添加と窒素標準施

肥区の牧草K硝酸カリを 0.2婦と 0.4弼添加した合計5種類のサイレージを供試した。代謝試験は

サイレージを 1日1頭当.t5 K~の単一給与K よ.þ， 1期 15日間， 4期のユーデン方格法Kよb実

施した。

結 果:供試メン羊 5頭のうち 1頭が代謝試験の終了直前K突然赤色尿を排出し，臨床学的観察

の結果.'E • Ov i sの感染と判断されたo 発症羊は栄養状態普通で，体温 39 oC，脈数 132なよ

び呼吸数24で，元気骨よび食欲は正常であ.t，可視粘膜の軽度の貧血，心惇のやや充進なよび呼

吸のやや促進のほか著変は左かったo 尿は赤褐色透明で， pHは9，蚤白骨よびHb反応は〈什十)， 

ビリノレピン反応(+ ) ，ワロビリノーグン反応(件)沿よびクトン体(十十)で沈、査は左<，明らか

K血色素尿であったo サイレージの消化村び代謝試験K沿いて，有機成分村び主要無機成分の . 

みかけの消化率は本症発生Kよヲて影響され左かったが，発症羊では尿中のN，P沿よびK含量左

らびKその排祉量が高〈左.t，その結果， N， P:;J:，""よびKの出納が著しく悪化する ζ とが示された。

との傾向は，発症羊K沿いてその発生以前から認められた。 Oa，Mg，恥よびNαの出納Kは大差

は認められ左かったo血液の生化学的所見K砕いて，発症羊で血清 Oa濃度の低下， GOTの上昇が

みられたo 以上のようtrc，E. Ov i sはN，P:;J:，""よびKの代謝異常をもたらし，肝機能の低下とも

関係するととが示唆された。
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9. 牧草主体飼養時における乳牛の分娩前後の

血中 Ca，無機 P及びMg含量について

0小倉紀美・五十嵐義任〈根釧農試〉

坂東 健(新得農試)

佐野信一(滝川畜試)

目 的:分娩性低 Oa血症による起立不能症の予防対策の資を得るため，根釧農試でけい養さ

れている乳牛の分娩前後の血中無機成分を測定し，産次，組飼料形態左どとの関係を検討した。

方 法:昭和48~~月から昭和 5 0刷版でKわたって，制11農試でけい養の 2産以上の分
娩牛 29頭Kついて，分娩前後の血築Oa，無機P及びMg含量を測定し，産次，粗飼料形態(放牧

とすイレージ)，乳量水準左どK分類比較した。血液試料は分娩前 1"，， 4週l!C3"" 4点，分娩後6

--72時間l!C4点，分娩後7日l!C1点を採取した。血疑 Oa及びMg含量の測定は原子政光法，無機

PはTausskY法Kょった。

結 果. 1. 分娩後 6--7 2時間の最低血疑Oa含量について産次別K比較すると， 5--7産次牛

が最も低く， (ス6mC;/d.e) ，ついで4産次牛が低く，産次が少左いほど高い値を示したO

2. 分娩前後の Oa含量を比較すると，分娩前の Oa含量は各産次牛ともほぼ 10 mC;/d.e (虫95 

--1 O. 1 2 mCJ/ d .e )であったが，分娩後6--72時間Kは9--25掃滅と左l?， 5 --7産次牛の低下

割合が最も大きかった0

3. 分娩前後のMg含量を比較すると，分娩 1週後の値(2.0 2 mCj/ d.e )は乾乳期の値(2.34 

mCJ/df )及び分娩後6，_ 7 2時間の値(2.3 2 mCj/ d.e )よb有意K低かった。

4. 分娩後6--7 2時間の無機成分を 2--3産次の牛Kついて放牧飼養期とサイレージ飼養期を

. 比較すると， 0 a含量は放牧期 9.0 w;;/ d.e l!C対しサイレージ期 8.9mCj/d.e.無機Pは放牧期 υ

mCj/d.e l!C対し，サイレージ期 5.0mCj/d .e ( 5婦で有意)， Mgは放牧期 2.3WJ/d t l!C l!C対しすイレー

ジ期2.4mCj/dsであった。

10. 環境温度の変化と血清マグネシウムおよび尿中へのマグネシウム排池量

0前田善夫・所 和暢〈滝川畜試〉

環境温度の急激な変化が家畜の血清中マグネシウム濃度卦よび尿中へのマグネシウム排池量に与

える影響について，明2オ去勢羊〈サフォーク種〉を用い検討した。
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試験 1• 1 5 OC ( 2週)→20C(1 )→ 15OC(3)→ 30 OC.( 1 )→ 1 5 oc C 2 )のスイッテ、パ

ック法で行左い，採食量，飲水量，尿量世よび血清Mg濃度の変化を経時的K調査した。飼料は乾

草 1K9-，エン麦 3009給与し，乾草の残食量を調査した。試験Eでは， 20 OC ( 3 )→20C C 1 ) 

→2 0 OC C 3 )のスイッテパック法で行左い，血清Mg濃度，尿への日g排j世量を調査し， 同時に

20
0

Cで全期間飼養した羊の血清Mg濃度と比較した。飼料は乾草 700g ，エン麦2009を給与し，

全期間20 OCの羊Kは不断給餌とした。在全鉱塩は試験 Iで給与し，試験Eでは給与しなかった。

結果は以下のと沿タであるO

試験1:全期間の平均乾草採食量は 850::!:929/1日・頭で， 30 ocの期間vc761士1279/

日・頭K低下した。飲水量は全期間平均で2207::!: 549 m.e/日・頭で， 30 OCの期間では 3414 ::!: 

321 m.e/日・頭K増加した。尿量は全期間平均で 542::!:107m.e/日・頭で， 3σcの期間でも著し

い増加はみられ左かった。 2
0

Cの期間では，とれらK著しい変化はみとめられ左かった。血清中の

Mg濃度は，全期間平均で2.38士0.07 7n~易/d .eで正常値の範囲内にあった。温度変化との関連をみ

ると。 2oc→ 1 5 oc， 1 5 oc→ 30 oc， 30 oc→ 1 5 ocへと変化したとき，有意左Mg濃度の増加が

みられた。また，経時的左血清Mg濃度と採食量は類似の変化を示した。

\~J~ ~・0ヘ
試験n:全期間平均の血清'Mg濃度は争制±合+砂WJ/d.eで，温度が変化しでも試験Iのよう左

有意左変化はみとめられなかった。全期間， 20 ocで乾草を自由採食した羊の血清Mg濃度と比較す

ると，自由採食した羊が約20弼高いMg濃度を示した。尿中へのMg排世量は， 200Cから 20Cへ

変化したとき， 5日自主でvc2 6弼低下し， 20 oc Vc温度がもどると.FF1世量も除々にもとの値に

回復した。

以上のととよ t，血清Mg濃度はこれらの温度の範囲では，温度変化よbも採食量K影響される

と考えられた。また，尿へのMg排組量は温度の低下とともK減少していく傾向がみとめられた。
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第 2 会場午前の部

11. 北海道における乳用後継雌牛選抜の実態

町 道央地域と道北地域の後継雌牛選抜K対する年令層別の意識と実態

0曾根章夫・塚本 達・峰崎康裕(新得畜試)

目 的:後継雌牛選抜K関するアンクート調査から，本報は道央の種畜供給地域と道北の需要地

域を対象(rC，後継牛K対する意識と実態、の相違を畜主年令層別K比較検討した。

方 法:道内 10支庁 42市町村 11 29戸のアンクート調査から，道央地域は石狩地区 51戸

(回収率91% )，胆振地区 42戸(1 00弼)の計93戸，道北地域は宗谷地区 103戸(1 0 0弼〉

留萌地区 53戸(1 00婦)の計 156戸Kついて低年層(39オ以下)と高年層(40オ以上)(rC区

分し解析した。

結 果: 1 ) 牛群状況はホ種率が道央 96循，道北34仇 AR牛率 63弼， 15 %，外音l噂入牛

率 12仇 13仇経産牛体高 137 ，_ 1 48 cm， 1 3 2 ，.._ 1 43 cmであるo AR牛率は道央では高年層，

道北で‘は低年層がそれぞれ高<.導入牛率は道北で低年層が高いのが目立つ。酪農収入に対する個

体販買収入の割合は道央26%. 組七 16%でともK低年層が高い。

2 ) 後継牛の意識的左条件として両地域とも父母能力左ど血統を最重視しているO 発育，体型

左ど個体状況を優先するものは道央17%.道北 11婦であ9.個体状況の中で血統と兼ねで重視す

るものは道央では体型，道北では発育でそれぞれ 30%を占めているo 左ま:i".血統骨よび体型は低

年層，発育は高年層の割合が高い。

3 ) 育成段階で将来性を判断できると思う時期は，道央では初妊までとするものが多く，特K

低年J膏K砕いて 41%を占めているo 道北では 12ク月令または 18ク月令までとするものが多く，

予想K反して道央よb全般的K早い月令で判断できるとしている。

4 ) 最近5ク年聞の生産牛残存率を月令どとKみると， 1 2ク月令時最よび交配月令時では

1 0日係残るとするものが最も多いが，道北は道央よb残存率 50婦前後の占る割合が高<.その傾

向は高年j雷K卦いて顕著であるo 初産皆、乳終了時K左ると両地域とも低年層は残存率30婦がピー

クK左9.高年層は50 %前後がピークになるo したがって，高年層の方が遅くまで生産牛を多〈

残す傾向があるといえるo

5 ) 後継牛の生産過程をみると. r自家で5代以ム続いている牛の生産牛が多い」とするもの

が道央では過半数を占めるのK対し，道北では「導入牛なよびその生産牛が多い」とするものが過

半数を占めているo 中でも道央は低年j雷，道北は高年層が導入牛K闘係する後継牛がや h多い傾向
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isある。

6 ) 後継牛として残された牛の初産乳期終了時に沿ける自己評価は， r概ね期待どなbの能力

・体格・体型を示した』とするものが道央では 80%以上，道北では 70弼前後で，両地域とも泌乳

能力での評価が高く，また，全般的K低年層よb高年j暑の評価が高く左っているo

12.鶏経済能力検定にみる採卵鶏の能力推移

0田村千秋・森

田中正俊・高橋

七徳・滝沢寛頑・米内山昭和

武〈滝川l農試〉

目 的;鶏経済能力検定の成績は，本道の採卵鶏の能力水準をみるための重要左指標となってい

る。今回，昭和40年に検定が開始されてから現在までの成績を集約したので報告する。

方 法:第1回(昭和40年餌付)から，第 9回(昭和 5，0年餌付)までの検定成績〈のべ44群，

2，200羽)を対象とし，生存率・初産日令・産卵率・卵重・飼料摂取量・飼料要求率・組収益左ど

の形質を中心にその推移を調べた。さらV<:，開始当初と最近それぞれ5回の検定成績をプーノレし，

各形質と組収益との相関々係を調査した。

結 果:(1) 育成率，生存率は，マレックワクチンを接種した第 6回〈昭和47年餌付〉以後向

上し，最近5ヶ年ではそれぞれ99仇 93弱K達している。初産日令も早ま9， 150日位で 50 

%産卵K達する鶏群もでできている。

(2) 産卵率は，検定開始当初ょb約 15%向上してきているo 平均卵重，日卵重もともK増加の

傾向Kある.とくに，日卵重の増加は著しく，当初K比べて約10 [}の向上と左っている。

• 

(3) 飼料摂取量は一時減少したが，最近は増加の傾向Kあるo しかし，飼料要求率は，産卵率左 . 

どの向上Kよって改善され， 2.5をわずかに上まわる水準K達しているo

(心成熟時体重は，最近や h増加しているo

(5) 粗収益はや L増加してきている。飼料コスト，卵価左どを一定レベノレK考え，産卵期につい

てのみ比較すると，粗収益は当初K比べ約3倍K増加している。

(6) 組収益と相関の高い形質は，最近5ク年のプーノレ成績Kよると，飼料要求率・日卵重・産卵

率最よび産卵指数であ9，中位の形質は， 50%産卵白令，成熟時体重合よび生存率であった。体

重との相関は+0.4 46であ9，最近のすぐれた採卵用コマーシャノレがや L大型化している傾向を示

すものと考えられるo
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13.寒地における産卵鶏の屋外飼育

4. 低温環境への産卵性K対する選抜の検討

0市川l 舜・三上 勝〈酪農大〉

目 的:産卵鶏の屋外飼育にヲいては生産費の低減或は育成期の積極的左自然環境の利用による

強健左雛生産を目標とし，一部で実用化の段階K入っているものと思われる。しかし，これらの効

果Kついては解析方法の困難性と関連して必ずしも明らかKされてい左い。特に寒地になける寒令

期の屋外飼育は低温による飼料利用性の悪化，凍結と積雪等による労力管理が問題点とされているO

演者らも 2 ・5の報告をしてきたが，今回は前述K沿いて寒地の著しい低温環境条件で産卵をみ

た特異の個体K注目し，との環境K対する産卵鶏の個体間〈或は系統間 )vc遺伝的左差があるか否

かを考え，低温環境で安定した産卵を示すよう左生理的バランスを作ることの可能性Kついて捗τ討

を試みた。

方 法:供試鶏は 1971年から当大学で維持してきた白色卵用種の基礎鶏群から種鶏候補として

積雪寒冷期K沿いて越冬し，産卵が明らかま 42羽の雌を基礎世代(以下0世代)とした。次vc0 

世代K草子ける鶏群中から 12月. 1月と 2月(以下寒冷期)の 90日間で 18個以上産卵したものを

個体選抜して 17羽を用い. 1974年4月から 5月Kわたって繁殖を行なった 47羽の娘鶏群(以

下一世代〉を供試した。左合，雄K対しては直接的K選抜は行者:わなかった。対照、は同時期附障化

した24羽，試験期間は初産時から 210日間，単飼クージで個体Kついて初産時の日令，卵重，体

重と産卵を記録した。飼料は市販の配合で不断給餌とし，点灯は冬期間でも使用しなかった。

結 果:一世代の寒冷期K沿ける産卵率は 12月で選抜鶏は32.2婦から 24.6%.対照は 2Z3婦

から 21.3婦平均値の差は約 4%以上. 1月では選抜鶏の 25.2婦から 24.3婦，対照は15.6婦から

1 4.6仇差は約 9仇 2月では同様trc1 3婦以上の差が認められた。しかし産卵開始後21 0間K砕

ける全体の産卵率では選抜鶏の 58.7弱，対照は 56.1婦と左b顕著左差はなかった。前述の寒冷期

K砕ける産卵性の差は興味ある経過と思われる。一方，寒冷期の産卵性の選抜Kよる他の形質への

影響は初窪田令で選抜鶏がやL早く，体重では約 100 g減少，卵重もわずかK低かったが有意の差

は見られ左い。一般に選抜鶏は対照K比して各形質共にバラツキが小さかった。

寒冷地の鰐化時期による初産日令の差異，その後の産卵性への影響は生理的要因が複雑に関与し

ている事等から，今回の資料では明らかでないが，経過から低温環境K対して特異な産卵性を示す

ことの可能性も考えられた。
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14.高低卵黄卵白比選抜系における遺伝的分散について

0金光 優・三好俊三・光本孝次〈帯広畜大)

目 的:現在まで，家畜業界K沿いて産卵性，卵重についての遺伝的改良が望まれ，現在それら

の形質での採卵鶏の能力はか左bの水準まで改良されつつあるが，卵質K関する報告は少左く，こ

れに関する研究が望まれる。産業的Kもある特定の卵質の特徴を備えた系統が存在することは意義

のあることであるo本研究は卵の二大構成分の卵黄と卵白の重量比(卵黄卵白比)の高低2方向へ

の7世代までの分岐選抜の資料Kついて，遺伝的分散を推定し，選抜の効呆を検討した。

材料および方法:ホワイトレグホーン種を用い，本研究室で数年間，閉鎖集団として無作為K

交配された後，最初の世代で卵重Kよって 4群ゆけられ，その名々の群で卵黄卵白比の高低2方 . 

0向K選抜された。との分析ではよ b信頼できる推定値を得るた.o6VC，卵重Kよフて分割された 4群

で低い方向の 2群と高い方向の 2群の資料は各々プーノレされた。各世代，計4系統の卵重，卵黄重，

卵白重と卵黄卵白比Kついて統計的K分析した。各世代，各系統当b約 6から 8羽の雄親， 2 5か

ら30羽の雌親， s 0から 10 0の若雌からの 400から 500の卵を測定した。との実験の 7世代ま

でのデータ _(iてついて，各世代で系統とその選抜群の各々について平均値，標準偏差，変動係数を

推定し?と。吏K各世代で各系統Kついての全分散を雄親，雌親，個体，卵聞の分散成分K分割した。

との各成分の変異性，選抜Kよる影響を検討してみた。

結 果:卵白卵黄比K対する選抜の効果が明白K観察された。卵黄卵白比は基礎集団で 48.24掃

を示し， 7世代の最も高い系統で 56.45%，低い系統で41.06婦の平均を示した。必然的K卵黄重，

卵白重Kも選抜の効果が観察された。卵貴重は基礎集団で 15.209で7世代の最も重い系統で

16.899，軽い系統で 14.699であった。卵白重は基礎集団で31.699で， 7世代の重い系統で

36.229 ，軽い系統で 30.009であったo これを変動係数でみると各閣の変異性は， 7世代目 (rC • 

砕いてもほぼ同様の大きさで存在し，今後の選抜K対する反応が期待された。吏Kとの変異性を各成

成分vCついて擬すしてみると，世代，系統Kよって，卵黄卵白比K特定の傾向は観察され左かった

が，それは基礎集団と同程度の大きさであった。卵聞の成分はどの系統でも世代を通して小さい値

であった。個体問の成分は基礎集団と同機か，大きい値を示した。雌親聞の成分は基縫集団ょb一

様K小さかった。卵貴重，卵白重Kついては，雌親成分を除いて，卵黄卵白比と同様の傾向を示し

た。とれらの形質の雌親成分は卵黄卵白比と異なb減少しまかった。卵黄卵白比の高低 2方向への

分岐選抜の各遺伝分散に対する影響は明確で左かった。吏K相関反応と，とれらの分散成分との関

連を分析する必要があろう。
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15.北海道における生乳成分とその相関について

鈴木直蔵・有賀秀子・ 0祐川i金次郎〈帯広畜大)

目 的:生乳の取引検査は合乳を対象K実施されているが，北海道K砕ける合乳の各成分(全固

形分，無脂乳固形分，脂肪〉は，昭和47年以降低下傾向KあるといわれているO したがって，そ

の実態を知るため，北海道5地域の各酪農家どとの合乳成分C変動と各成分間の相聞をJ調査した。

方 法:調査対象地域は遠浅(胆振).大樹(十勝).磁分内(劃11路〉の中規模酪農家各 10戸O

期間は 51年6月，_， 52年5月の 1年間，毎月 2回(1日. 1 5日).全固形分，無脂乳固形分，脂

肪，蛋白質含量を測定した。

. 結 果.3地域全何年間平均は，全固形分，無脂乳固形分，搬なよび蛋白質含量それぞれ

11.85:::t0.44%. 8.32:1:0.30%， 3.54:1:0.27%. 3.08:1:0.19 %であ 9，最近の合乳全道平均K比

較して無脂乳固形分が若干低下している占しかし地域聞の差は大きく，遠浅，大樹地域は企道合乳

平均値よ bも，いづれの成分も高く，磯分内地域は全固形分，無脂乳固形分が低い。年聞を通じて

もっとも各成分が低下するのは，地域的K若干のずれはあるが， 7，...;_ 9月であった。また同地域内

陀沿いて，成分組成K若干の季節変動を示すものと，毎月著しく変動を示す酪農家が存在すること

は，飼養管理上とくに給与飼養のバランスK問題があるものと推定される。さらVC，無脂乳固形分

が 8.0領以下のものが，クーラーステーγ ョン単位の合乳では，昭和50 q表は1.5%程度と報告

されているが，酪農家どとの合乳では 12 %で，とく VC6 ，_， 1 0月K出現頻度が高く，特定酪農家

K多かった。また脂肪 3.2領以下の生乳も約 10%.蛋白質 3.0領以下は約 31%も出荷されている ζ

とは，将来の生乳成分の評価Kなける無脂乳固形分を含めた格付方法Kも問題が生ずる可能性があ

る0

. 各成分間の相関は，蹴と無脂乳固形分では 0.14と低く，とくに脂肪率3.5似上の生手しでは，

-0.1であった。との結果は昭和38年度の調査とほぼ同様であった。また，全固形分と無脂乳固

形分，全固形分と蛋白質bよび脂肪と蛋白質含量の相関は，それぞれ0.8，O. 6 1， 0.3であったが，

各地域間Kは差異が認められた。
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16.原料乳格付検査法の改善に関する研究

第8報 T MSチェッカの精度沿よび実用性

0笹野 貢・岡団連徳・長南隆夫・大浦義教〈北酪検)

目 的:前報K沿いて原料乳の全固形分測定法の簡易化を目的とした TMSテスター〈赤外線乾

燥式全固形分テスター〕の精度b よび実用性Kついて検討したが，本報では吏K新しく開発された

TMSチェッカ(マイクロ波乾燥式全固形分テスター，安立電気KK製 )Vcついて，同種の実験を

行ったので報告する。

方 法:(1) 試料は乳業工場K出荷された新鮮乳かよび保存料を添加〈生乳 10 Om.e Vc対しアジ

イヒソーダ 0.05f}の割合〉した保存乳を供試した。

(2) 全固形分公定法は直接乾燥法(厚生省令 )Vcょ.b.パラレノレ測定の平均値をもって表示した。

(3) T M Sチェッカ法はマイクロ波加熱を利用して牛乳中の水分を短時間で乾燥させ，乾燥前後

の重量差から自動的に全固形分率をデジタノレ表示するもので，パラレノレ測定の平均値をもって表示

した。

結 果:(1) 繰b返しの精度は標準偏差で0.022........0.030の範囲であ.b.良好左再現性を認めた。

(2) 公定法との比較K沿いて，平均値の差は 0.006弼，差の標準偏差は 0.026と良好であ .b.相

関係数は 0.994で1%水準有意を示した。

(3) 乾燥特性の検討K沿いて，乾燥時聞は 5分以後がほぼ一定値を示し，公定法とも一致したの

で5分が最適と認めた。

(4) 生乳の冷温保存による全固形分率の変化は 5oC. 3日間程度の保存であれば極めて少なかった。

(5) 本機と従来の TMSテスターと比較すると，本機は測定能力では劣るものの精度が若干良好

であ_~. 1試料当 bの測定時間の短縮化が図られているので，少数試料(3 0試料程度/日)の分

析にはよb適していると考える。

17.搾乳処理機器の細菌汚染とその低温細菌叢の検索

西川| 進・中村克夫・ 0土井寿美男・笹野 貢(北酪検)

目 的:生乳の細菌汚染を防止するためKは搾乳処理機器の衛生的な管理を行う必要があるo演

者らは搾乳時K砕ける細菌汚染の要因を究明するためK搾乳処埋機器の衛生実態を調査し，併せて

その低温細菌叢の検索と乳質K及ぼす影響として蛋自分解能と脂肪分解能について検討を行ョた。
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方 法:パクットミノレカ一式搾乳農家 6戸とパイプラインミノレカ一式搾乳農家4戸を選定し，搾

乳処理機器と生乳，用水，牛乳処理室(落下細菌)の一般細菌数と低温細菌数を測定した。調査し

た搾乳処理機器は，パクットミノレカ一式搾乳農家ではライナー， ミノレククロー， ミノレクチュープ，

バクットF よびパノレククーラー，パイプラインミノレカ一式搾乳農家ではライナー， ミノレククロー，

ミノレクチュープ，パイプライン止よびパノレククーラーとし，各部位の細菌数測定vlζついてはrin s e 

法Kょった。一般細菌数は標準寒天培地を用いて 35 oC 2日間培養し，低温細菌数は同培地で 70C

1 0日間培養して求めた。低温細菌の分類は王IrcOowanとSteelの分類書と Be r g e y' s Ma n u a 1 

kょった。蛋自分解能Kついては脱脂乳寒天培地，脂肪分解能Kついては Victoria blue染色脂

. 肪培地を用いたo

結 果: 1. 搾乳処理機器の細菌汚染は，パクットミノレカ一式搾乳農家でライナーなよびミノレク

クロー，パイプラインミノレカ一式搾乳農家でライナー， ミノレククロ一台よびパイプラインが特K汚

染されていた。

2. 低温保存後の生乳中の細菌数は一般細菌数が低温細菌数を上回っていたが，低温細菌の汚染

も著しかった。また，パケットミノレカ一式搾乳農家の生乳K比べて，パイプラインミノレカ一式搾乳

農家の生乳の汚染度が高かった0

3. 用水中の細菌数は飲料水判定基準の 10 0コr/mf.を超える農家が一般細菌数で 40仇低温細

菌数で 90労あった。

4. 牛乳処理室内の落下細菌は全体的K少なかった。

5. 低温細菌の分類は. pseudomona sが優勢で，その他はAer om 0 n a s. F 1 a V 0 b a c t e r i um. 

Enterobacte rであったが，特IrCPseudomona sは139菌株中 97菌株(70% )を占めた。

6. 蛋自分解能を示した低温高闘は，全菌株中の 92婦と著しく高く，中でも Pseudomonasと

e F 1 a V 0 b a c t e r i umが強い分解能を示したoまた脂肪分解能を示した低温細菌は，全菌株の 55係
で，分解能を強〈示した菌はAeromonasとAcinetobacterであった。

la原料乳の防腐剤に関する研究

0安藤功一・宇佐川 哲・斎藤龍樹・五十嵐一郎

森 光臣・遊佐孝五〈酪農大)

目 的:原料乳の脂肪検定用防腐剤として，昇末，重クロム酸カリウムが用いられてきたが，水

質汚染の観点から，とれら防腐剤は相継いで使用禁止とま9.これKかわる有効左防腐剤は，今日
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見当らない。では防腐剤はまったく必要としていまいかというと，そうでは左<，乳牛の能力検定

あるいは試料の遠距離輸送左ど潜在的需要は相当あると考えられる。そこで乳脂肪率K変動をきた

さず，しかも水質汚染を誘引し左い新たま防腐剤の開発Kついて検索る行った。

方 法:試験は4部vc分けて行った。第1部では抗菌性物質 11種〈サノレチノレ酸，:1' Jレピン酸カリ

リワム，デヒドロ酢酸ナトリウム.ニトロフラゾーン，ヒドロキシ安息香酸，ホワ酸，フォノレマリン

ン，カナマイシン，テトラサイクリン，スノレフプデイメトキシン及び硫酸8ーヒドロキシキノリン)

を夫々，原料乳K添加し防腐効果を比較した。第2部では，第 1部の試験結果で効果の認められた

抗菌性物質の欠点を補足し，さらK防腐効果の向上を計るため他の抗菌性物質との組み合せを行っ

た。第5部では，第2部で得られた複数の抗菌性物質を添加した種々左生乳の防腐効果を試みた。

第4部では抗菌性物質を添加した生乳のわレコテスターによる脂肪定量の影響を調べたo 秒，こ . 

れら実験K用いた方法は，次の如くである0

-1 ) 脂肪率測定は，パプコック法 J 2) 生菌数は標準寒天培地Kよる培養法， 3) 脂

肪分解菌数は，クロス寒天培地Kよる培養法J 4) ミノレコテスターは， MK-ill型を使用して

実験を行った。

結 果. 1) 1 1種の抗菌性物質の中で化学療法剤である 8ーヒドロキジキノリン硫酸誘導体

( 8-Hと呼称す〉が有効であった。

2) 8-Hと他の抗菌性物質との組み合せでは J 8-H， 0.059+アジ化Na0.1 9が防腐効

果も高く，又 8-Hの欠点である低pHをも矯正し，脂肪率も安定した値が得られた。

3 ) 抗菌性物質添加乳のミノレコテスタ-vcよる測定の結果は，パプコック法Kよる脂肪定量値

とほぼ一致し，満足すべきものであった。

19.腐敗した牛枝肉の腿深部から分離した Proteus Spについて

0三浦弘之・三上正幸〈帯畜大・保蔵〉

目 的:ホノレスタイン肥育牛の腿深部K生ずる腐敗様症状が J En t e r 0 b a c t e r i a c e，a VC属する

グラム陰性得菌Kよるものであ.b.と殺後の解体時に深部へ汚染するらしいことをのべた。(日本

農芸化学会昭和52年度大会〉今回はとのグラム陰性棒菌の分類学的左位置と，各種温度K砕ける

生理活性を明らかKした。

方 法:分類学的な位置の検索はBergeyの分類書第7版，第8版と J Gibbs and Skinner 

の手引書を照合した。各種温度忙企ける生理活性は，温度勾百古音養フォト・レコーダ_:_VCよって明
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らかKした。

結 果:牛枝肉の腿深部から王相として分離されるグラム陰性梓菌はt Hugh-Leifson培地で

グノレコースを発酵し，硝酸塩を還元し，オキシダーゼ陰性，カタラーゼ，運動性，硫化水素生成と

もK陽性，ワレアーゼ，メチノレレッド反応，クエン酸塩の利用性ともK陽性，胆汁酸塩培地K発育

し.v pテスト陰性 J T S 1培地では斜面部を責変し，高層部を黒変する左どの諸性質から J Pr-

oteus属K類別されるが，マンニット，マノレトースからともK酸とガスを生成し，インドーノレ生成

が陰性，ゼラチン分解が陽性であるととろから該当する speClesがみあたらない。

発育の至適温度は 26.-..32
0

Cの範囲にあフて， 4時間以内K硫化水素を生成するがJ 1 9---22 oC 

の範囲では 11時間以内K硫化水素を生成する。基礎培地K牛ミオグロビンをP過滅菌したものを

. 溶解し，上述の Proteus spを接種し 18時間培養すると， 7℃では変化はみられ左いがJ 1 9 

• 

。Cでは明らかを緑色を呈し，光学的にも 620nmVC極大吸収を持ったピークがあらわれる。そして

1 9 oC以上の温度では，早い時間Kミオグロビンの蛋自分解が起.b，光学的左特異吸収がみられ左

〈在る。

とれらの結果から，牛枝肉の腿深部K起る腐敗様症状はJ 1 9.-..22 oCではみかけ上の肉色の変化

を生ぜしめ t 26'-"32 oCではミオグロビンの蛋自分解をひき起して腐敗臭を， 70Cでは少左くとも

1 8時間は安定であることが確められた。
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第 1 会場牛後の部

20. ラム肉生産に関する試験

肥育開始時体重の差異が増体発育なよび産肉性K及ぼす影響

0斎藤利朗・平山秀介・寒河江洋一郎〈滝川畜試〉

目 的: 8カ月令からの 2カ月間肥育K沿いて，肥育開始時体重の差異が増体発育企よび産肉性

Kどのよう左影響を及ぼすか検討した。

方 法:肥育開始時体重を 30KS1区， 35KS1区， 40KS1区b よび 45KS1区の 4段階K区分し，サフォ

ーク種 8カ月令雄子羊を 30KS1区， 35KS1区合よび40KS1区Kそれぞれ 5頭ずつ，45KS1区VC4頭を配

した。供試飼料として，チモシ-1番刈乾草，とうもろとし(2種混)なよび大豆粕を用いた。 1

日1頭当bの乾草給与量は，採食率をみながら徐々に増量し，濃厚飼料(とうもろとし 6009+大

豆粕 409)は一定とした。と殺解体処理は各区ともK終了時体重の大きいものから 4頭ずつ選定

し言十16頭を 2回K分けて行在った。左::j;""， 4 5 KS1区vcついては全頭をと殺したととになるo

結 果.1. 肥育開始時体重が大きく左るにしたがい増体量は低下する傾向を示した。各区K合

ける日増体量は30KS1区 1559でもっとも高<，次いで 35KS1区 1429，40KS1区 1259のj固と左 9，

45KS1区は 11 5 9でもっとも低かった。

2. 枝肉歩留は 30KS1区4呪0%VC対し 35KS1区 4虫3%， 40K~区 50.4労金よび 45 KS1区51.2%と

枝肉量の増加Kとも左い向上した。体重K対する精肉歩留もまた，同様左傾向を示し 45 K~ 区で司も

っとも高かった。

3. 開始時体重を高め終了時体重を大きくすることKよって，肉質は良好と左った。

• 

4 各区の養分摂取量は，供試した乾草が低品質であったためVζいずれの区いりンの飼養標 . 

準を下回9，その傾向は開始時体重の大きい区ほど顕著K示された。

5. 以上のことから， 8カ月令から 2カ月間肥育K沿いて，増体量でみるかぎb生体重 30 K~程

度のものでも適切ま飼養管理Kよっては十分K素めん羊として用いることができるが，開始時体重

の大きいものほどすぐれた産肉性を示したことから，少左くとも 35 KS1以上の開始時体重を必要と

するものと考えられた。
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乳期子羊の日中放牧行動について21. 

一双子の場合(その2 )一

介〈滝川|畜試)秀山朗・平利藤洋一郎・斎0寒河江

的:母子羊群の放牧K沿いて，母羊と子羊の分離Kよる子羊の発育不良が，植林地への放牧目

とか放牧地へのシェノレターの設置Kよヲて起るととが知られている。演者らはロ甫乳期子羊の放牧行

動を， 17l散は少左いが，前々回は単子，前回は双子Kついて報告してきた。今回は，前回K続き再

び双子Kついてであるが，観察羊を多くと b日令Kよる差骨よび双子内の差を明らかにしようとし

た。

o. 2 5 h a ( 6 0 mx 4 2 4時~げ時の 15時間，28日の 5回，5月23日と 6月10日，法:方• 
m)のベレニアノレライグラス草地K放牧するサフォーク種の母子羊(すべて合合の双子付)，それ

5分間隔で母羊と子羊の食草活動(食草:非食草)なよび間隔6組Kついて，6組，ぞれ5組，

(近接:遠隔，両者の区灸け 1CLmJ之基準とした)を，時刻記録Kよb授乳・政乳活動を個体別K

5月18日現在の子羊(n=1 2 )の平均日令は観察した。観察者は5固とも同一人とした。左合，

76.3日令，平均体重は 1呪7K9'であるO

果結

子羊の食草活動は.食草期・食草時間ともK母羊K近似していた。子羊の食草時間を観察別

日令K伴う変化は不明瞭であった。、左:;6"'，1 01%で，94%， K母羊比で示すと，それぞれ93%，

食草時間で母羊と子羊(双子平均)との差が最も大きかった例は，母羊虫3hr VC対し子羊ス4hrで

ある。

子羊の政乳活動k 非合草聞かム合草期への移行時叫び食草期K乏に。政乳回数を観察別

90日令以後ではほぼ 10回未

2. 

日令K伴い減少し，4.8回で.ス1回，Vζ示すと，それぞれ虫6回. • 満であった。また，双子が同時K吸乳するとは限らず，極端左例では一方の 19回K対し他方は
1 2回で同時吸乳 12回であった。在最，盗み乳は極めて少左かった。

近接行動の割合を観察別K示すと，それ引凶63. 

79弱であった。また，双子同士が常K近接して行動するとは眠ら左い。例えば極端左77婦，ヲも.

場合，一方は77%で他方は 49%であった。

一般VC，双子のうち政乳回数の多い方が，食草時聞は短く〈延 13頭中 8頭)，母羊K近接4. 

して行動した〈延 13頭中 10頭)。

例数は少左いが，双子のうち 3回の観察を通して政乳回数の多い方が増体発育は良好であっ

2頭ずつの平均でそれぞれ 19 8 [}と5月18日から 6月29日までの日増体は，
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1 6 5 fjであった。

22. 肉用牛の大規模繁殖経営における集団飼養技術に関する試験

1. 肉用牛の行動

(4) 放牧前後の行動

o吉田 悟・清水良彦・丸矢政雄

熊切 隆・渡辺 寛〈新得畜試〉

目 的:肉用牛の多頭数飼養時VC;b"">ける合理的な飼養管理法の指針を得るためK行動調査を実施 . 

中である。今回は舎飼から放牧への移動時の環境変化が家畜K及ぼす影響が強いとされているとと

から，放牧直前(舎飼時)と直後の行動Kついて調査した。

方 法:調査牛は肉用牛の実用化組立試験K供試しているへレフォード種の成牛53頭，子牛39 " 

頭であるO 子牛は5月上匂--5月上匂K生れたものであるO 調査日は放牧開始日(5月21日)の

直前である 5月 19日(舎飼時)と直後の 5月23日である。調査の時間は 5月19日が昼夜連続24

時間で， 5月23日は5時50分--1 9時30分の日中のみとした。調査方法は 10分間隔，頭数法

で行なフた。調査項目は採食，横臥，哨乳であるO

左な，舎飼時は牛K乾草を自由摂取させ，濃厚飼料を 1日1頭当91 K~を毎日?時K給与した。

放牧時は牧草以外のものはーさい給与し左かった。

結果

1. 成牛:日中採食形は，舎飼期はピーク時の頭数が少左く巾の広い採食の山が5回あったのに

対しい， 即叩…はμ…一ピ卜μ一J件ク舛時一移引い…〈付山巾れ一ι

9，採食と休息の反復回数が多く左つた。 1頭当bの日中採食時聞は舎飼時が 5時間 27分，放牧

時 6時間8分で，放牧時が多かったが，大差は左かった。成牛の日中横臥時間は舎飼時が1頭当b

5時間 14分，放牧時 6時間 19分で採食時間と同様放牧時が多かった。また，休息時間(採食時

間以外 )VC占める横臥時間の割合は，舎飼時 59弼，放牧時 77婦で，放牧時が高かった。採食形と

横臥形とは対照的左形を示した。採食と横臥との相関係数は舎飼時-0.4 5，放牧時-0.8 3で，放

牧時K沿いて高い負の相関を示した。

2. 子牛:1頭当bの晴乳時聞は舎飼時 53分，放牧時 42分で，放牧K移すと減少した。横臥

時間は舎飼時 9時間 19分，放牧時8時間43分で，成牛とは反対K放牧時が少なかった。放牧時

の採食と休息との相関係数は 0.30で成牛のそれよ D低かった。
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3. 横臥時間の成牛と子牛との相関係数は，舎飼時 0.53，放牧時 0.73であった。

23.栄養水準の相異が子牛のミネラル出納と骨中ミネラル含量に及ぼす影響

o四十万谷吉郎・岡本昌三・今泉英太郎(北農試〉

目 的:同一飼料構成で飼養された子牛の発育時K砕ける栄養水準の違いが， Oa， Mg， Pの出

納と骨中ミネラノレ含量K及ぼす影響を調べた。

方 法:9 1日令のホノレスタイン種去勢牛 16頭をA ・B2区K分け. A区は全期間を通じ， N 

e RO飼養標準の乳牛育成雌のTDNを満すよう K飼養し， B区は前期 150日間体重を維持するよ
うK飼養し，後期 180日間， NRO標準のTDNの 14 0 %を給与した。飼料は市販の育成用配合

飼料と当場産いね科主体 2香川J.!?乾草をTDN比で 1. 4の割合で与えた。固型塩，飲水は自由摂

取とした。両区の半数を前期終了時V'c，残bを後期終了時K屠殺し，屠殺時K中手骨，第?肋骨を

採取し分析K供した。骨は O.BI i ncoeらの方法Kよって灰化し， Oa， Mg. Pを測定した。

結 果:今回用いた飼料では前期のB区K沿いて， N RO標準の要求量K対して Oaは97弱，

Mgは 133婦の充足率と左ったが， Pは 54%の充足率Kとどまった。一方A区の Oa，Mgはそれ

ぞれ 148， 227婦の充足率を示し， Pは 10 1婦の充足率であった。後期Kは両区とも Oa，Mgは

200%前後の充足率.であった。前後期の両区の摂取Oa P比. 0 a . Mg上tはいずれも正常と考え

られた。前期KはB区のoa. Mg， Pの摂取量は訟の訟のA区の約40婦であった。前期Kは各ミ

ネラ Jレの摂取量K対する糞中及び尿中への排世割合は両区間V'C有意差を認めなかった。従って各ミ

ネラノレのA区の体内残与量はB区よb多かった。 50 %の充足率Kとどまった前期のB区の Pの出

. 納は，わずかKフラスとり，また尿中排池量Kも両区間K差枇く，体内のPの過剰な闘が左

いものと推定された。後期にはA区の Oa，Mg， Pの摂取量はB区とほぼ等しかった。 Oaの糞中，

尿中排世量及び排池割合とも A区はB区よb有意K多かった。 Mg，Pは糞中，尿中排池量及び排

j世割合とも両区間K差を認めなかった。とれら 5種のミネラノレとも B区の残与量はA区ょ b多い傾

向があった。前期KはA区の中手骨，肋骨の重量はB区ょb有意V'C重く，後期Kは中手骨は両区間

K差を認めまかったが， A区の肋骨はB区ょ b有意V'C重かった。前期のA区の骨中有機物割合はB

区ょb多い傾向があ.!?，後期KはA区の有機物割合は減少する傾向があったが，飼料を増給したB

区の有機物割合は増加する傾向があった。骨の灰分中の 3種のミネラノレ含量は前後期とも，両区聞

に有意差を認めず，今回程度のミネラノレ給与状況で-は骨灰分中の3種のミネラノレ組成K影響を及ぼ

さまかった。後期K沿いてB区の 5種の骨中ミネラノレ増加量がA区ょ b多く左ったのは， B区の骨
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重増加量がA区よ b多かったととと，後期のB区のミネラノレ残与量がA区よ b多かったととによる。

24.子牛の発育時における低栄養の影響とその補償法に関する研究

(5) 極端左低栄養給与とその後の高栄養給与下の子牛の相対成長

0今泉英太郎・岡本昌三・四十万谷吉郎〈北農試)

目 的;極端左低栄養給与と，その後K高栄養給与を受けて育成された子牛の相対成長Kついて

検討するO

方 法:前支部会で報告したねレリイン去勢育成牛K対する 7ク月令からの「極端組栄養給 . 

与が，その後の成長K及ほす影響」の体重と体尺データを用い，♂;基準量として体高を， y ，相

対量として，体重，体長，胸深，腰角巾，顔長を用い，相対成長式;y=bxαで示した。

結 果:対照区仏)の体重，体長，胸深，腰角巾，顔長の体高K対する相対成長は，すべて 2相で

表わされ，体長の第1相以外は，優成長であった。試験区但)の相対成長は，すべて 3相で表わされ，

極端左低栄養給与期K相当する第1相の体重の相対成長係数はマイナスを示し， actual negat-

ive growth であった。また，体長と腰角巾の相対成長係数は，ゼロに近く ，X軸vcほとんど平

行左劣成長を示し，成長が停滞したことを表わしていた。胸深を顔長もまた劣成長であったが，体

高の成長との対比で，胸深よbも顔長の成長は，低栄養の影響が小さかったととを示していた。 B

区の第2相では，体重と体尺部位が体高K対し優成長を示した。との第2相の成長時期が代償成長

の最盛期K相当するものと考えられた。 B区C第5相で，顔長以外は優成長を示した。

左まr，止の訟のの区の相間， A区と B区の各相間相互の関係Kついては，共分散分析法を用いて

検討中であるo e 
体高を基準量，♂として用いたが，この試験期間中の体高の成長K対して， A区は，体長の第 1

相以外の体尺部位と体重が優成長を示し，体高ょ b成長速度が速いととを示していたが， B区K見

られるように，低栄養給与Kょb第1相では各体尺部位と体重は一様に劣成長を示し，基準量であ

る体高がもっとも低栄養の影響が弱く，次いで顔長，胸深，腰角巾，体長，体重のJ願K影響が強か

った。沿の止の固有の成長型を有する体重沿よび体尺部位は，成長期間の長短，成長最盛時期左ど

が異左つてな.b，また低栄養給与の影響の程度，その後の成長回復の程度も異なるために，訟のな

のの部位の体高K対する相対成長直線のグラフは一様では左かった。
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25.乳用子牛の育成時における栄養水準がその後の生産性に及ぼす影響

第6報 同体重交配群の2・3産の成績

0岡本昌三・今泉英太郎・四十万谷吉郎(北農試)

ホノレスタイン双子 10組を，それぞれA ・Bの2区に分け.A区はホノレ協の正常発育値VC骨骨む

ね合致するように. B区はDG0.5 OK&/-を目標K成長させる。両区とも体重 300K&/-VC到達した時点

で交配受胎させ，初産の2カ月前から同ーの飼養をして. 3産法、乳終了までの間，繁殖成績，乳量，

乳質，発生疾病Kついて調査する。牛群は初産後フリーストーノレパンで群飼し，粗飼料として冬期

はパドックでサイレージと乾草を飽食させるととを原則とし，夏期は放牧した。配合飼料はミノレキ

ングパーラー内で乳量の 1/3給与した。

本群の初産までの成績は昭和49年，初産次の成績は昭和50年の本大会Kそれぞれ発表した。

初産までの DGは， A区0.70K&/-，B区 0.60K&/-であj?， B区はA区ょb初産が平均で 80日砕くれ

たが，試験開始から初産までの飼料摂取量は乾草が約 15婦多かったのみで，全乳，人工手L，配合

飼料等はいずれも少なしかっ同期聞の総摂取TDNのうち， A区は 57.7%を， B区は 71.2掃を組

飼料から入手した。初産前体重は両区骨骨むね等しく，初産30 5日聞の乳量はB区がA区よD

1 3.7弱多かった。乳質Kは両区間K著しい差は認められ左かった。

試験の進展K伴い，試験から除外しまくてはならない牛を生じ，今回の成績は双子5組Kついて

まとめたものであるO

両区間の尻長Kは40カ月令まで有意左差が認められたが，との差もその後消失し， 48カ月令

及び 60カ月令沿いて両区の体の大きさKは差が左いと認められた。

2産は， A区33.6カ月令， 562.1 K&/-， B区36.9カ月令， 551. 3Ki， 3産は， A区 48.9カ月令，

e 637.8K&/-， B区 50.4カ月令， 6 15仰であっ九 2・5産とも受帥要した注入回数がA区でやや
多かったが，繁殖成績，発生疾病Kは，区間K初産までの栄養水準K基因すると考えられる差は認

められ左かった。

2産 305日聞の乳量はB区が 11.3弼多く， 3産 305日間でも左合B区が 4.2必多いが，産次が

進むKつれて両区間の差は小さくなった。乳質については， 2・5産とも区聞に著差なく，初産か

ら5産までの各305日間の乳量及びFOMの合計で， B区はA区よ bともVC9弼多かった。
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26.恒温給湯装置による寒冷期の温水給与が産乳に及ぼす影響

0曾根章夫・塚本 達・峰崎康裕(新得畜試)

干場イ言司(北大農)

目 的:最近，道東酪農地帯の農家の一部K乳量増加K好影響があるという理由で給湯装置を設

置し，泌乳牛K温水を給与する例がみられるように在った。そのため，その効果を確認する必要が

あb試験を実施した。

方 法:ストーノレバーンの一方の?iIJVC給湯装置から 30 oc VCセットした温水を通し，他方の列K

常温の冷水を通し，それぞれウォーターカップから自由K飲水できるようにした。試験はホ種、泌乳

牛 10頭を 2群K分け 1月25日から 3月30日まで 1期 3週間の 3期反転法で実施した。飼料は

濃厚飼料FOMの 1/5，ビートパノレプ2.6K&1，乾草とサイレージは飽食量を給与した。本試験期間

内の平均温度は舎外が I期-11.4
0

C，II:期-5. 6 oC， m期-1.40c，舎内が 5.4 oC， 6. 8 oC，虫5

。Cであヲた。

結果:

1. 冷水群と温水群の乾物摂取日量は，乾草 3.0KIl， 3. 2 K&1，サイレージ 8.8 K&1， 8. 4 IC&1，全飼

料では 17.虫K&1， 1ス7K&1であ9，サイレージ卦よび全飼料の差はそれぞれ有意であった。また，体

重 100 K&1当 bでは乾草o.4 5 K&1， O. 5 3 K&1 ，サイレージ1.44K&1， 1.37 K&1，全飼料2.93K&1， 2.8 9 K&1で，

サイレージのみが有意左差であった。

2. ワォーターカップ内の飲水温度は I期が冷水 2.50C，温水25.1oC， II期が3.70C，26.0 oC， 

E期が3.3oC， 2 6. 1 oC，飲水回数が 1日平均冷水 5.4回， 5.6回で，それぞれ69Kg-， 74Kg-を飲水

した。その差は飲水量が有意であった。左卦，予備期1週間の飲水量は 66K&1， 78K&1であ9，全般

• 

的左傾向として反転後，馴れるに従いその差繍少していたo e 
3. 産乳成績は乳量が冷水群 1虫8K&1，温水群 1虫9K&1， F 0 Mで 18.3Kg-， 1 8.4Kg-， 脂肪率 3.52弼

3.53弼，無脂固形分率 8.54労， 8.56弼，蛋白率 3.14弼， 3.1 6婦でいずれも温水群が僅かK多いが

すべて有意左差でなかヲた。左沿，手L量は予備ー期K沿いて冷水群の 20.0K&1VC対し温水群は20.6Kg-

で有意左差が認められた。

TDN/FOMは両群とも 0.62K&1， DN/字L量は O.9 2 Kg-， 0.9 1 Kg-でいずれも差がなかったO

4. 本期 2週間Kなける体重の増減量は，冷水群が平均 5.8Kg-増加したのに対し，温水群はほと

んど増減がなかった。また，糞中の含水量は冷水群が86.57弼，温水群 86.67%で差は左かったが，

外観的Kは温水群の方がや込軟便の傾向であった。

5. 給湯装置は 17ストーノレK延 56 mの循環配管をし作動させたが， 1日当bの灯油消費量は
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I期 15.6 :e ， • II期 15.3.e， m期 13.3.eであフ充。また，加温作動回数は 74回， • 71回， 66回

で，作動 1回当bの消費量は0.21 .e， 0.2 2.e， 0.2 0 .eで一定していた。

以上，本試験での温水給与(25ト 26
0

C)!rCよる増乳効果は認められ初当った。

27.搾乳牛の晩秋放牧に関する試験

0帰山幸夫・柏木 甲・工藤吉夫(北農試)

目 的:晩秋時の時間制限放牧Kなける搾乳牛の採食行動と放牧後の粗飼料の補食量Kついて，

放牧方式別K調査して零放牧の場合と比較し，あわせて増体重と採食量の関係Kついて検討した。

方 法 1969年 11月4日--1 2月5日まで搾乳牛 15頭を 5組K分け，帯状放牧，定置放

牧，零放牧(グラスサイレージ給与〉処埋を 1期 10日間で5期行い， 3 x 3のララン方格法とし

た。

供試草地は，造成後?年目で 7月15日K掃除刈を行い，無施肥で晩秋放牧用Kストックした。

供試時期K公ける草量は，帯状区 11 41--1 11 9K，〆10 a ，定置区11 3 0.......1 1 5 7 KI7/1 0 a ，マメ科

率は27.......29婦で，牧草の水分含量は 67...... 7 1弼，グラスサイレージは約 74%であった。濃厚飼

料は，試験開始前 10日間の平均乳量の 25掃を搾乳時K給与した。

結果:

1) 3時間の放牧時間帯!rC:;J:，">ける帯状放牧と定置放牧との採食行動を比較すると採食時間

( 1 49分:1 67分)，採食回数 C6831回:8545回)，歩行距離(93 6m : 1 166m)で定

置放牧が有意、K高い傾向を示した。

• 2)  放牧時間と同ーの零放牧の給飼時間帯Kおけるサイレージの採食時聞は川分で帯状放牧，

定置放牧の場合のそれぞれ 66弼， 58婦で，反すう!rC4 9分消費した。(帯状放牧，定置放牧の反

すう時聞はそれぞれ 13.8分， 1 9分)0 3時間の採食回数は， 63'07回で定置放牧Kくらべて

7 5婦と少ないが，帯状放牧との間Kは有意差が左かった。採食時間当bの採食回数は 61回/分

で放牧(帯状46回，定置 51回)!rCくらべてサイレージの採食速度は早い。

3 ) 放牧 3時間K砕ける増体重は，帯状放牧3.52KI7， 定置放牧6.22KI7， 零放牧6.7OKI7で帯状

放牧が有意に低く，増体重から放牧採食量の推定はできなかった。放牧後の粗飼料からの乾物摂取

量は帯状放牧6.7KI7， 定量放牧6.4KI7， 零放牧6.9KI7であった。放牧時間 5時間の増体重，放牧後

のサイレージ，乾草の乾物摂取量ょb放牧時間Kなける乾物摂取量を推定すると帯状放牧4.4KI7， 

定置放牧4.6KI7， 零放牧 4.6KI7であった。
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4 ) 零放牧に沿けるサイレージの時間別採食量は， 1時間目 11. 3 Ki， 2時間目 5.5Ki， 3時

間目 0.9KiでそれK対応する増体重は，それぞれ7.3 5 Ki， 2. 1 8 Ki， -2. 5 8 Kiであった。

5 ) 零放牧trC.i，">ける 3時間の採食量と増体重左らびK放牧後の粗飼料の乾物摂取量聞の相関係

数はそれぞれ+o. 5 0 6， -O. 2 2 6の個体内相関が認められた。

6 ) 晩秋放牧 5時間陀沿ける牧草の採食量は，粗飼料から摂取した乾物量の帯状放牧で 40仇

定置放牧 42%であった。

28.群飼育における給餌スペースの減少が搾乳牛の採食行動に及ぼす影響

0三島哲夫・柏木 甲・工藤吉夫・帰山幸夫(北農試)

1. グラスサイレージとへイキュープを用い，キューブの給餌口の減数(頭数比 50'括， 33.3%， 

16.7%)VCよる採食行動の変化を， 6頭のホノレスタイン種牛の8時間不断給餌方式によって擬すし

た。試験は 1処理 5日間， 3反復で実施したが，各処理の前後K他の 2処理を設けて切b替えKよ

る影響の排除を図った。行動調査は毎処理最終日K行左い，採食，反すう，飲水，排世及び斗争行

動を 1分間間隔で観察，記帳した。採食行動は給餌口別Kチェックし，斗争行動は頭突きの他近接

Kよる給餌口の明け渡しも勝敗関係K含めた。

2. キュープ口の減数Kょb総採食時聞は短縮するが，反面サイレージの採食時間は延長する傾向

があ9，合計採食時聞は 4口:220時間， 5口:225時間， 6口(満度) . 250時間で，満度

K対する減少率はそれぞれ 12.6及び 10.5婦であった。

3. 各処理trC.i，">ける群の日平均採食量はキュープ口の減数Kよbキュープ自体の減少を招いたが，

• 

サイレージVζ対する影響はみられ左かったo乾物摂取量出口>5口>4口の関係防9，配偶 . 

料〈乳量比 1/4)を加味した体重当 b摂取割合はそれぞれ 3.17， 3.04及び 2.89%であった。

4. 1給餌口当bの入口回数はサイレージ，キュープとも 4口給餌で多数を占め，入口 1回当bの

採食持続昭習は4口と 6口給餌で差が左かった。

5. 各牛の優勢指数は 13. 5 ，_， 8 5.7の範囲で，明確な直線順位を示した。優勢指数と月令，乳量，

体重，体高，胸囲との相関係数はそれぞれ O.3 9 ， -0.3 3， 0.6 2， O. 5 0， O. 1 2で，月令，乳量よ

b体重，体高K支配される傾向がうかがわれた。

6. 1日当bの斗争回数Kは処理聞の差は認められ左いが，サイレージとキュープの給餌口が等数

( 3 : 3 )の場合Kは，採食競合Kよ9，優勢順位の低位の牛の採食行動が活発化する傾向があるO

とれK対し給餌口比 3: 1の場合Kは，採食競合でキュープK対する下位牛の採食低下が認められ
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たが，反面サイレージの採食行動が増進された。

Z 反すう時間，給餌前後の増体重，飲水回数，排世回数Kは処理問で差が左かったが，給餌口比

3 : 1の場合，優位の牛ほど反すう時間が長く，増体重が大Kなる傾向が他陀比較して大であったo

8. 8時間中採食に要する時間の割合は 4，5及び6口給餌区でそれぞれ45.6%， 46.8弼， 52.3 

婦であったが，給餌口当bの利用率では 4口給餌の場合が最も高い。とくにキュープ口の利用率は

85%でほY限界K近く，他の区K比較して約 2倍の機能を果した。給餌時間帯の延長Kょl?，採

食量の差も減少するものと思われるO

29.乳房清拭後ミル力一装着までの経過時間と牛乳生産ならびに搾乳性

o工藤吉夫・柏木 甲・三島哲夫・帰山幸夫(北農試)

搾乳作業の簡略化をはかるため，初産..-..4産次の牛 8頭を， 4頭ずつ2群K分け，一方は 30秒，

他方は1分間の乳房清拭を実施した後，それぞれ2分， 5分， 1 0分なよび 20分後Kテートカッ

プを装着し， 1期 1週間のラテン方格法によって，乳房清拭後ミノレカー装着までの経過時聞の乳生

産台よび搾乳性K及ぼす影響Kついて検討して次の結呆を得た。

1. 1日当bの乳量，手L脂量，無脂固型分量卦よびその含有率の処理問の差はいずれも有意でない

が， ミノレカー装着が遅れるほど機械搾乳量(搾乳曲線が平衡したときの量)が減少，機械後搾b量

は逆K増大する傾向があl?， 2分と 10分なよび 20分後の装着の差は有意であった。

2. 有意ではないが，装着時間が遅れると搾乳時間(実際の搾乳時間からかけ過ぎの時間を差引い

た時間)が長引き，また機械後搾i?vC要する時間も増加する傾向がうかがわれた。

e 3 最高搾乳速度K達する時間の処埋聞の差は有意でないが，その他の速度指数は装着までの時間
が長いほど低下する傾向があi?，とく VC2分台よび5分後の装着と 20分後の装着との間Kは有意

差が認められた。

4. 群どとにみると， 1分間清拭時Kは，上述の両群をとみKした場合とほぼ類似した傾向がうか

がわれるが， 3 0秒清拭時Kは，処坦に対する牛の反応差は比較的小で， 1分間清拭K比べて刺激

効果は低いものと思われる。

5. 前期K施した処理の残留効呆は無脂画型分率以外は有意でないが，乳脂率，最高速度K達する

時間，乳量が平衡K達するまでの時間Kついては直接効呆ょ b影響が大であョた。しかし，その他

の項目K関しては前期の処理の影響はほとんど受け左かった。

6. 朝乳，タ乳単独では処理の差は顕著でなく，有意差が認められたのはタ乳の泌乳闘始までの時
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間(5分と 20分)，最高台よび平均速度 (2分台よび5分と 10分台よび20分〉の 3項目のみであった。

30. 径腹壁子宮筋電検出による乳牛の陣痛計測について

0鈴木省三・杉浦真弓〈帯畜大)・沢野公孝(札幌臨床ME技研〉

目 的:乳牛の分娩経過の研究手段として，また，その状況K応じて早期K適切在処置をとるた

めの分娩監視法として，テレメータ一方式を用い，径腹壁子宮筋電をもって陣痛を計測する方法を

検討した。

方 法:試作したトランスミリーの概略は，入力感度 100 tV，入力インピーダンス約 1メグ . 

オーム，周波数特性 60 H z ，...， 2. 5 KH z， 3 d b以内， AM-FM変調方式，搬送周波数 75，...，90M

Hz任意K半固定とし，電源Kは2.6V水銀電池を使用した。誘導電極は円板状のものを使い単極

誘導とした。受信機はチューナ一部をスーパーヘテロダイン方式とし，筋電波と，全波整流回路を

用いた陣痛収縮波形様の積分波を待て，陣痛周期の判別を高め， 2素子ベンレコーダーでペーパー

スピード 6 または 1cm~分として記録し，モニターを子宮筋音をもって行左った。分娩近いホノレスタ

イン種牛を産室K収容し，電極はその右側月兼部K接着剤て貼J?，送信機は，腰部K接着した布製の

袋K入れた。測定頭数は30例で，分娩前30分ないし数日から，分娩後 10分左いし胎盤娩出ま

で連続測定を行左った。

結 果:電極装着部位Kついては，子宮筋電を良く検出できると同時VC，牛の姿勢・動作Kよる

電極・リード線の破損・落下を生じ左いことが必要で，その意味では月撃の陥田部が適切左部位と考

えられるO 牛の舌が僅Kとどくため， i!i氏めて電極をはがす例も一部の牛Kみられたが，数日聞の連

続測定は可能であったo 牛の態度から明瞭K陣痛と判断される時同特異的左筋電が検出された。 e
アナログ波Kは，他の筋電も混入して陣痛時の筋電と判別し難い場合が多かったけれども，積分波

はほとんど陣痛時にのみ現われ，しかも特有の周期性をもって描記された。胎胞が出現して以後は，

1回1秒前後の強い筋電が，単独または 2--1 0秒どとVC2 --3 0回反復する陣痛周期が現われた。

順調ま分娩経過を辿る場合は，平均 1--2分の間歌期を置いて30秒--1分程度。陣痛発作を繰b

返すことが多く，分娩直前Kは間依期が短く，強い筋電が連続的K記録される。ただし，陣痛発作

・周歌期の長さ，陣痛の強さなどは， 1回の分娩経過の中でも，分娩どとにも大き左変動があった。

分娩後の子宮収縮〈後陣痛).VC相当すると思われる連続的左筋電や，胎盤娩出時の後産陣痛も明瞭

K検出できたが，破水前の早期の陣痛は筋電が弱いため，感度を数倍K高めなければ検出は困難で

あった。
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